










6-2　大腸菌汚染モデルにおける殺菌力
　一定菌数の大腸菌で汚染させた手指に対してサニサーラWを使用し、その殺菌力を評価
しました。

＜方　法＞
　E.coli ATCC25922を供試菌として使用しました。試験はサニサーラWの擦り込
み量を2、3mLと変えて行いました。菌の回収はグローブジュース法により行い、生残
菌数を求めました。薬剤を擦り込まずに菌を回収したものをベースラインとしました。
下式で定義する対数減少値を用いて殺菌力を評価しました。

図1 サニサーラWの殺菌力

　サニサーラWの擦り込みにより、優れた殺菌力が認められました。サニサーラWを
十分量手に取り、手全体に擦り込むことで、高い殺菌効果が期待できます。

対数減少値　＝　log（ベースライン／生残菌数）
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＜結　果＞

（mean±S.E., n＝16）
log（ベースライン）＝5.76±0.20　
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7. サニサーラWの保湿効果
　サニサーラWを塗布した皮ふの保湿効果について、角層水負荷試験により評価しました。

＜方　法＞
　健常者9名の前腕内側部に、各サンプルごとに1cm四方の試験部位を取りました。
　100μLの蒸留水を試験部位に滴下し、30秒間放置し水負荷させました。この水を
ペーパータオルで拭き取り、拭き取った直後、30秒、60秒、90秒および120秒後の
静電容量をCorneometer CM825（Courage+Khazaka社製）で測定しました。
　各サンプル（サニサーラWおよび他社品）で十分に濡らした綿棒で試験部位に塗布し
ました。この操作を5分間隔で12回繰り返し、コントロールは、何も塗布しないものと
しました。最終塗布の30分後に試験部位を洗浄し、再度水負荷し、各試験部位ごとに、
拭き取った直後、30秒、60秒、90秒および120秒後の静電容量を測定しました。角層
水分保持能および変化率は以下の式で求めました。

5

角層水分保持能（%）=A／B×100
A：水負荷から30秒、60秒、90秒および120秒後の静電容量の平均

B：水負荷直後（0秒後）の静電容量

水分保持能の変化率（%）=D／C×100
C：試料塗布前の角層水分保持能

D：試料塗布後の角層水分保持能
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図 2 各種手指消毒剤による水分保持能の変化

　サニサーラWを連続塗布すると、何も塗布していないコントロールよりも水分保持
能が有意に増加しました（P<0.01）。また、他社品（A、B）との間でも有意差が認めら
れました（P<0.01）。
　サニサーラW塗布後は高い水分保持能を示しており、保湿効果に優れていることが
確認されました。
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＜結　果＞
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8. サニサーラW使用時の皮ふに及ぼす効果

図 3 適用前後での手の甲における角層剥離量の変化
＊p<0.05（mean±S.E., n＝5）

　サニサーラWを塗布した皮ふへの影響を、角層剥離量の変化によって評価しました。

＜方　法＞
　健常者5名について試験を行いました。手の甲に1.5×1.5cmの試験区間をコン
トロール（無塗布）と試験サンプル用に2ヶ所取り、それぞれについて角質チェッカー
（有限会社アサヒバイオメッド製）を用いて角層細胞を採取しました。
　試験薬剤を試験区間に40μL塗布してから乾燥させ、この操作を16回繰り返しま
した。塗布終了から1時間後、流水で手を洗い、コントロール（無塗布）と薬剤を塗布
した試験区間のそれぞれについて、角層細胞を採取しました。採取した角層細胞を染色
し、画像解析装置で角層細胞量剥離量を測定しました。塗布前後の角層剥離量の変化率
はコントロールの変化量を100として比を取って算出しました。

＜結　果＞

　肌にダメージを受けると、角層細胞が剥がれやすくなります。サニサーラＷと他社品
では、角層剥離量に差が見られ、サニサーラWの適用前後では角層剥離量の増加が認め
られませんでした。この結果、サニサーラWは角層に及ぼす影響が他より少ないことが
予想されます。
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9. サニサーラWの使用感
　サニサーラWの使用感を官能試験により評価しました。

＜方　法＞
　各試験サンプルを同一ボトルに充填しました。試験者の乾いた手に試験サンプルを
2mL取って使用し、ジェル製剤特有の使用感について評価を行い（表2）、スコアを
記録し、平均を算出しました。

図 4 各種手指消毒剤の使用感平均スコア（n=12）
グラフが外枠（2.0）に近づく程、使用感がよい。

　使用中かさつきがないと感じられる製品ではその反面、使用中のぬめりが大きく、
べたつきが少ないと感じられるものは使用後のしっとり感が少なく、好ましくない使用
感を持つ傾向が見られます。

　それに対して、サニサーラWは全ての項目において平均値が 1.0を上回っている
ことから、好ましい使用感をバランスよく持つ製品であると評価されていることが分か
ります。

表 2 使用感の評価項目とスコア

2（良い）1（普通）0（悪い）

感じない少し感じる非常に感じる

感じない少し感じる非常に感じる

非常に感じる少し感じる感じない

感じない少し感じる非常に感じる

評価項目

使用中のぬめり感

乾燥間際のべたつき感

使用後のしっとり感

使用後のかさつき感

使用中のぬめり感

乾燥間際のべたつき感

使用後のかさつき感

使用後のしっとり感 サニサーラW
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＜結　果＞
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1. 次の人は使用しないこと。
（1）患部が広範囲の人。
（2）深い傷やひどいやけどの人。

2. 次の部位には使用しないこと。
　損傷のある手指・皮ふ・口唇等の粘膜の部分、目の周り。（局所刺激作用があります）

1. 次の人は使用前に医師または薬剤師に相談すること。
（1）医師の治療を受けている人。
（2）本人又は家族がアレルギー体質の人。
（3）薬によりアレルギー症状を起こしたことがある人。

2. 次の場合は直ちに使用を中止し、この文書を持って医師または 薬剤師に相談すること。
　使用後、皮ふに発疹・発赤、かゆみの症状があらわれた場合。

薬　価　基　準

効能 又は 効果

使用上の注意

用法 及び 用量

用法 及び 用量
に関連する注意

包  　　　　装

サニサーラ  W

Sanisara  W 対象外

手指・皮ふの消毒

本品をそのまま消毒部位に塗布または塗擦する。

40mL，250mL，500mL，500mL（ディスポーザブル）

和名

洋名

製 造 販 売 元 サラヤ株式会社薬効分類番号 2615
商品名

保管 及び
取扱い上の
注意

成分 及び 分量
 サニサーラWは、有効成分として エタノール（C2H6O）76.9～81.4vol%、

添加物として、グリセリン、ミリスチン酸イソプロピル、アジピン酸ジイソブチル、トリエタノール
アミン、カルボキシビニルポリマー、ヒプロメロースを含有する。

（1）直射日光の当たらない涼しい所に密栓し保管すること。
（2）小児の手の届かない所に保管すること。
（3）他の容器に入れ替えないこと。（誤用の原因になったり品質が変わる。）
（4）取扱う場合、換気を十分行うこと。
（5）火気に近づけないこと。
（6）初期火災の場合、大量の水または消火器で、消火すること。
（7）使用期限が過ぎた製品は、使用しないこと。
（8）ノズルの先が詰まる場合は、詰まりを取り除いてから使用すること。

（1）小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもとに使用させること。
（2）目に入らないよう注意すること。万一、目に入った場合には、すぐに水又はぬるま湯で洗うこと。

なお、症状が重い場合には、眼科医の診療を受けること。
（3）外用にのみ使用すること。
（4）血液や汚染物が付着している場合には、石けんでよく洗い、水分を除去してから使用すること。

相談すること

してはいけないこと　（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなる）

本製品は一般用医薬品（第3類医薬品）です。　
● ご使用の際は、添付文書をよくお読みください。

Drug Information

製造販売元

サラヤ株式会社
〒546-0013　大阪市東住吉区湯里2-2-8
TEL.06-6797-2525  http://www.saraya.com/

資料請求・お問い合わせ先

TEL. 06-4706-3938
サラヤ株式会社 学術部

（受付時間：平日 9:00～17:00）

手指消毒用速乾性アルコールジェル〈医薬品〉
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